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@じんけん@じんけん人権尊重都市鳥取市の実現をめざして

問 本庁舎人権推進課（43 番窓口）  人権推進課（43 番窓口）   08570857--3030--8071 8071  0857 0857--2020--39453945
互いに尊重しあえる社会のために
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　鳥取砂丘周辺や中心市街地における二次交通の充実・周遊性の向上を図るた
め、県内で初となるシェアサイクル実証事業を行います。アプリを使用し、い
つでもサイクルポートで電動自転車を借りて返却することができます。

市内の観光がより便利になります市内の観光がより便利になります
問 本庁舎観光・ジオパーク推進課

 0857-30-8291（シェアサイクル）　  0857-30-8293（周遊タクシー）
 0857-20-3947

サイクルポート設置場所（自転車貸出・返却場所）

８月１日（金）〜11月 30日（日）実施期間

専用アプリ「HELLO	CYCLING」で登録利用方法

基本料金なし
▶電動アシスト自転車（通常タイプ）
　30分 150円（延長15分毎 110円）
▶電動アシスト自転車（スポーツタイプ）
　30分 200円（延長15分毎 150円）

料　　金

④ヤマタ鳥取砂丘ステイション　ゲストハウス「砂
さ

縁
えん

」横

⑤鳥取砂丘駐車場

②民芸館通り横　鳥取信用金庫 本店営業部前

①鳥取駅（北口）　ケヤキ広場横

⑥ Enejet 吉方温泉 SS（株式会社トリベイ）

③鳥取城跡（鳥取県庁）　県庁本庁舎正面駐車場内

　鳥取砂丘周辺にて、周遊タクシー実証実験を行います。ジャンボタクシーが決まったルー
トを 30 分間隔で定時運行します。
実施期間　８月１日（金）～ 10 月 26 日（日）
　８月は毎日運行（9:00~18:00）　９月、10 月は土日祝のみ運行（9:00~17:00）
停留場所
　ヤマタ鳥取砂丘ステイション、SANDBOX TOTTORI、砂丘会館、砂丘センター
料　　金
　大人（13 歳以上）300 円、小児（12 歳以下）100 円、幼児（６歳以下） 無料

鳥取砂丘周辺は 周遊タクシー 「Sakyutto」も便利！

いつでも乗れる シェアサイクル が登場！

「HELLO CYCLING」
の看板が目印です
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交際や結婚を反対されること

部落差別・同和問題に対し、体験したことや、身の回りで見聞きしたことで、
人権問題だと思ったことはどのようなことですか。

（部落差別・同和問題を知っているとする者に、複数回答）

差別的な言葉を言われること

就職・職場で不利な扱いを受けること

身元調査をされること

インターネットを使用して差別的な情報が
掲載されること

差別的な落書きや貼り紙などを
されること

その他

無回答

総　数（n=1,364 人）

特にない

同和問題を口実に企業や官公庁などに不当な
要求をするえせ同和行為が行われること 12.0
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内閣府「人権擁護に関する世論調査（令和４年８月調査）」
 https://survey.gov-online.go.jp/r04/r04-jinken/#T1

※写真はイメージです
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